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１ 中学校の現状と SDGs 

現中学生の親世代が子ども時代を送っていた１９８０年代，SDGs のルーツといえる「持続可能な開発

（Sustainable Development）」 が国際会議で打ち出された。東西冷戦の終結とともに，世界の長期的な安

定と平和のためには，地球環境問題に共に取り組むことが不可欠であるとの共通認識が世界の指導者層

に広まっていくこととなった。しかしながら，顕著な改善が見られない現代において，現中学生は，生

まれた時から 「地球温暖化」という言葉を自然と耳にして育っている。彼らの幼少期に定められた SDGs

は，レジ袋の有料化やジェンダーフリーの制服の導入，学校給食で提供される牛乳のストローレスなど

さまざまな形で子どもたちの身近な生活に溶け込んでいる。現行の学習指導要領には， 「持続可能な社会

の創り手となることができるようにすることが求められる」という形で明記され，子どもたちが使用し

ている教科書にも，学習している単元について SDGs の視点で書かれたコラムなどが多く載っている。９

か年の義務教育の最後には，社会科では 「私たちと国際社会の諸課題」について， 「効率と公正」などこ

れまで学んできた見方・考え方を働かせ，生徒一人一人が持続可能な視点に基づきどのように解決すべ

きかをレポートにまとめたり，理科では科学技術を利用して生じた問題を，科学技術を用いてどのよう

に解決すべきか，一人一人が調べまとめたりする指導計画が多くの学校で設定されている。 

また，生徒会活動や学校行事等において，ペットボトルキャップや衣類，文具類を集め，諸機関に寄

付するという活動などが，生徒の自主的な意見に基づいて行われ，特別活動でも各校において生徒の自

発的意思と実態に応じて展開されている。 

このように，栃木県で育つ子ども一人ひとりに，予測困難な時代をたくましく生き抜く力を身につけ

させ，よりよい社会，未来の形成に何らかの形で関われる人となるように，各校，各教員によって日々

実践が続けられている。この報告書では，SDGs に関する学習や取り組みがどの程度浸透しているか，ま

た，その取り組みを推進する上での課題が何かを明らかにするものである。 

 

２ アンケートの結果から 

(1) 生徒について 

生徒の実態をより明らかにするために，設

問によって小学生のデータと比較していく。 

まず，生徒自身の認識度を把握するために，

設問２「SDGs を知っていますか」を比較分析

し， 【図２－１】を示す。小学生６年生よりも

６.３ポイント高い，９５．３％の生徒が「SDGs

について知っている （少し知っている）」と肯

定的に答えている。アンケートの対象学年が

中学２年生であったことを考えると，1年次の

社会科 （地理的分））において、持続可能な社

会づくりについて考える学習をしていること 

から，本来１００％になってもよいはずであ 

る。原因は，他人に教えることができるほど 

の理解ではないと感じた生徒が少数いたと推 

測される。               

設問１２は，SDGs に関係するキーワード 

の認識度について尋ねたものである。同じ項 

目について，小学生の回答と数値に特に大き 

な差があったものを【図２－２】に示す。22 

語のうち， 「格差」「都市のスラム化」「途上国 

・発展途上国」の認識度が，２～３倍に高ま 

っていた。これは，中学１年次の地理で学習 

する内容である。このことから，授業で扱っ 
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【図２－１】小中学生のSDGsの認知度
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た内容は生徒の中にしっかりと残るというこ 

とが改めて明らかとなった。  
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【図２－５】SDGsの実施時間

(2) 教員について 

設問８「先生は授業で扱って

いますか」の結果は，【図２－５】

に示すとおりである。また，設問

１０「先生が学校で生徒たちに

「SDGｓ」という語句を意図的に

使ったのはいつですか」の結果

を，【図２－６】に示す。設問 11

の「どのような教科で実践され

ているか」の自由記述回答を整

理したものが【図２－７】であ

る。 

また，設問５「１７の目標につな

がるどのようなことに取り組ん

でいるか」の自由記述について，

作成した分類表が【図２－３】で

ある。目標７ 「エネルギーをみん

なにそしてクリーンに」について

は，取り組んでいると回答した生

徒 428 人中、省エネ・節電と回答

した生徒が２６２人、リサイクル

と回答した生徒が１４０人だっ

た。目標１０ 「他人の国の不平等

をなくそう」については，誰にで

も差別しないで接する４４０人

だった。目標 12 「つくる責任つか

う責任」については，最後まで使

うと３０６人が回答した。設問８

「目標達成のためにあなたが日

ごろ取り組んでいることは何か」

では，７３％の生徒が水筒を持ち

歩いていると答えた。これらのこ

とから，多くの生徒が日常生活の

中で意識して無理なく取り組ん

でいることが伺えた。一方で，ご

く少数であるが，「何も行ってい

ない」と回答する生徒が９２人い

た。背景には，図２-４に示した

とおり、「できない、できること

がない」や「何をすればよいか分

からない」などのように、当事者

意識の欠如や無関心などが挙げ

られる（【図２－４】）。しかし，

本当に一切行っていないのか，目

標と実践の関連性に気づいてい

ないのかは分からない。 
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県内の全教員からの回答ではないことを考慮

しつつも，図２-７からは、総合や社会、理科な

どが多いことからも直接的に扱いやすい教科

があることがわかる。さらに，設問１２の自由

記述を分類した【図２－８】からは，１７の目

標のどれに関係する実践が多いかにも，特色が

表れた。「授業で扱った事柄は生徒に知識とし

て残る」と前述したところだが，興味深いのは，

【図２－３】と【図２－８】を比較すると，教

員が授業で実践した項目が，生徒の行動に直結

するとは限らないということである。例えば、

目標２「飢餓をゼロに」については、７名の教

員が授業で扱ったと回答しており、３番目の多

さだが、取り組んでいる生徒の人数は３人と下

から３番目の低さである。反対に、目標 10 「他

人や国の不平等をなくそう」は、授業で取り扱

われていないが、469 人の生徒が取り組んでい

ると回答している。設問９「先生が SDGs を授業

で扱う頻度はどれくらいですか」でも，「時々」

や「年に数回」という回答が過半数を占めてい

ることが【図２－９】から分かる。知識として

知っていても，それらを生徒の日常生活の事象

とどのように関連付けるかが課題である。さら

に，設問１３「学校で SDGs を指導するためには

どんなことが必要か」の自由記述を整理する

と，以下のように分類された。 

 ・教員の深い理解 ４１（29.1％） 

・自校以外の取り組みが知りたい  

２６（18.4％） 

・リサイクルなど，小さなことを実践すること 

             ２１（14.9％） 

上記の３つが上位を占めた。しかしながら，設

問１５に寄せられた意見の６割が「教材研究を 

社会 

国語 

数学 

理科 

音楽 

美術 

保健体育 

技術 

家庭 
外国語（英語） 

学活 

総合 

道徳 
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【図2－10】SDGｓの公務分掌の位置づけ【図２－１０】からも分かるように，約４校中 

１校の割合で，SDGs が校務分掌に位置づけられ

ているとの回答があった。位置づけられている

分掌名や扱う行事等を見ると，環境教育や人権

教育，総合的な学習の時間の中という回答が多

かった。中には，「SDGs プロジェクトチーム」

や「SDGs 推進担当」という学校もあった。また，

設問６「SDGs と学校行事を関連させた取り組み

を行っているか」については，半数の学校で関

連させていると回答した。一方で，設問８「SDGs

に関する内容を扱う場合，学校として困難な点

は何か」の自由記述は【図２－１１】のように

整理される。ここで確認される「学校として困

難な点」は，教員としての課題と同じであった。 

したいが，時間的にも精神的にも余裕がない」とい

う多忙感と使命感の間に板挟みになっている教員の

声であった。昨今，さまざまな面から働き方改革が

叫ばれているが，ESD（持続可能な開発のための教

育）推進の面でも，どのように教育活動の中に組み

込むかを検討する必要があることが改めて明らかに

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

(3)学校について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.8%

34.2%

37.0%

25.0%

【図２－９】授業で取り上げる頻度
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【図2-11】SDGｓ推進上の困難さ３ アンケート調査から分かったこと 

・教科書に載っている語句や授業で取り扱った内容は，

生徒に定着している。逆に，教員の認知度が低い用語

は，連動して取り扱いが低い傾向にあった。学校教育

で扱うことの大切さが伺えた。 

 ・取り組みやすい教科とそうでない教科，学校教育とし

て扱いやすい目標とそうでない目標がある。 

  ・教員としても学校としても SDGs が重要であることや、

取り扱うことで十分な教育的効果があることを十分理

解しているが、教材開発等に費やす時間を生み出すこ

とが難しいと現場は感じている。 
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４ SDGs の視点からの学習活動を充実させるために 

(1) 本研究が目指す生徒像 

   生徒、教員、学校のアンケートの分析から、私たちは SDGs に関する学習をさまざまな教育活動を

通して積み重ねてきた生徒の姿として、「現在および将来の自分と他者のために、根拠をもってより

よい行動を主体的に続けていける生徒」としたい。これは、学校の設問９「SDGs に関する内容を扱

って、学校としてよかった点」についての自由記述の中に、学習したことで生徒がグローバルな視

）で物事を考えられるようになった、身近な取り組みを通して保護者や地域と連携し意欲的に活動

できるようになった、など「持続可能な社会の創り手」に合致していると考えるからである。 

(2) 推進するための視点 

・各教科の授業で意図的に取り上げること 

・新たな活動を最初から作り上げるのではなく、各校ですでに取り組んでいる活動は１７の目標   

 のどれと関連付けられるか洗い出すこと 

・学校全体で全職員が共通理解をもって取り組むこと 

・先生方の多忙感を軽減するために、いくつかの事例を提示すること 


